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１. 四半期財務情報の作成等に係る事項

①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：　有
税金費用の計算等、一部簡便的な方法を採用しております。

②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：　無
③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：　無

２. 平成18年３月期第１四半期財務・業績の概況（平成17年４月１日 ～ 平成17年６月30日）
（１）経営成績（連結）の進捗状況 (注)金額は百万円未満を切り捨てて記載しております。

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

△54.7 － － －
－ － － －

円 銭 円 銭

－
－
－

(注)パーセント表示は､前年同四半期比増減率を示しております。

[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等]

（２）財政状態（連結）の変動状況 (注)金額は百万円未満を切り捨てて記載しております。

百万円 百万円 ％ 円 銭

　　 －

　　なお、当連結会計年度から第１四半期財政状態の開示を行っておりますので、前年四半期実績を記載しておりません。

1,301.03

1,309.39
－

53,224 54.8

52.3

18年３月期第１四半期

17年３月期第１四半期

△10.04

－
18年３月期第１四半期

△23.17

　当社グループの主要な事業であります鋼構造物のうち橋梁事業につきましては、公共事業全般にわたり削減の動
きが続いたうえに、「私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（独占禁止法）」違反（不当な取引制限）
容疑により、橋梁業界の26社が国土交通省等から行政処分（指名停止措置）を受けるという大変厳しい状況にいた
りました。また、建築環境事業につきましては、景気の回復基調を背景とした民間設備投資の増加により需要は引
き続き堅調に推移しておりますが、採算面では依然として厳しい状況で推移しました。
　このような中、当社グループの業績につきましては、工程の進捗は概ね順調に推移しましたので、売上高は132
億４千万円になりましたが、販売費及び一般管理費を吸収するまでの利益の確保にはいたりませんでしたので、損
益面では、営業損失は４億４千万円、経常損失は２億９千万円となりました。

（参考）17年３月期

△ 440
2,918

△ 297
3,037

△ 394

△ 3.17

一株当たり株主資本

82,957

一株当たり四半期
（当期）純利益

潜在株式調整後
一株当たり

四半期(当期）純利益

（参考）17年３月期

売　上　高

△ 129

経 常 利 益

4,3473,934

営 業 利 益 四半期(当期)純利益

△ 948

総　資　産

－
97,052

株 主 資 本 株主資本比率

102,450 53,588

17年３月期第１四半期
（参考）17年３月期

　当第１四半期における我が国経済は、輸出の伸びが鈍化し、公共事業は減少を続けましたが、民間設備投資や個
人消費などの民需が堅調に推移しましたので、全体としては回復基調が続きました。

上 場 会 社 名 株式会社 横河ブリッジ

18年３月期第１四半期
17年３月期第１四半期

13,246
29,227
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【連結キャッシュ・フローの状況】 (注)金額は百万円未満を切り捨てて記載しております。

百万円 百万円 百万円 百万円

　　なお、当連結会計年度から第１四半期キャッシュ・フローの開示を行っておりますので、前年四半期実績を記載しており
　ません。

[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等]

　①財政状態

　②キャッシュ・フロー

[参　考][参　考][参　考][参　考]
　　平成18年３月期の連結業績予想（ 平成17年４月１日 ～ 平成18年３月31日 ）

百万円 百万円 百万円

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）　　　△ 9円 78銭

[業績予想に関する定性的情報等]

（注）業績予想につきましては、本資料の発表日現在において、入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後の様々な
　　　要因によって予想値と異なる結果となる可能性があります。

△ 215 △ 727

　上記予想値は、平成17年６月６日公表の業績予想を変更しております。なお、変更内容につきましては、別途同
時発表しております「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

中　 間 　期 △ 45028,000

14,986

△ 400

経 常 利 益

19,410

現金及び現金同等物
期　末　残　高

　営業活動の結果得られた資金は58億８千万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純損失２億８
千万円に減価償却費４億４千万円など非資金項目の調整を加えていること、および受取手形及び完成工事未収
入金等が110億３千万円減少したことによりますが、未成工事支出金及び仕掛品の増加14億円、支払手形及び
工事未払金等の減少14億９千万円などによりその一部が相殺されています。

　財務活動の結果使用した資金は２億２千万円となりました。これは、主に配当金の支払い２億１千万円によ
るものです。

－

　なお、当社グループでは、公共事業への依存度が高いため、期末前後に工事代金の回収が集中し、キャッ
シュ・フローが増加しますが、第２・第３四半期には工事関連費用の支払いが先行し、キャッシュ・フローは
減少する傾向があります。
　投資活動の結果使用した資金は12億４千万円となりました。これは、主に有価証券の取得13億５千万円によ
るものです。

営業活動による
キャッシュ・フロー

　当第１四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べて53億９千万円減少しました。資産の部は、工
事代金の回収が進みましたので、受取手形及び完成工事未収入金等が110億３千万円減少し、現金同等物扱い
の有価証券の増加により有価証券が86億円増加しましたが、逆に、現金預金は35億８千万円減少しました。ま
た、工事の進捗が順調に推移しましたので、未成工事支出金及び仕掛品が14億円増加しました。

当 期 純 利 益

財務活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

△ 600
△ 250

通　　　　期 62,000

売　上　高

△ 1,240 △ 22118年３月期第１四半期 5,888

　負債の部においては、未払法人税等が15億２千万円、支払手形及び工事未払金等が14億９千万円、その他流
動負債が29億４千万円減少しました。

282
－ －17年３月期第１四半期

（参考）17年３月期

194億１千万円となりました。
　当第１四半期末における現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末に比べて44億２千万円増加し、

－
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〔添付資料〕

１．（要約）四半期連結貸借対照表      （単位：百万円、単位未満切り捨て）
        期　　別 当四半期 （参考）前連結会計年度 増　　減

(平成18年３月期第１四半期末) (平成17年３月31日現在) (△印は減)

 科　　目 金   額 構成比 金   額 構成比 金   額 増減率

％ ％ ％

Ⅰ 流   動   資   産

現 金 預 金 9,733 13,318 △ 3,585
受 取 手 形 及 び
完 成 工 事 未 収 入 金 等 17,421 28,458 △ 11,036

有 価 証 券 10,884 2,276 8,607

未成工事支出金及び仕掛品 13,578 12,169 1,408

繰 延 税 金 資 産 1,308 1,164 143

そ の 他 流 動 資 産 3,290 3,688 △ 397

貸 倒 引 当 金 △ 39 △ 53 14

56,177 57.9 61,022 59.6 △ 4,844 △ 7.9

Ⅱ 固   定   資   産

有 形 固 定 資 産 22,130 22,345 △ 215

無 形 固 定 資 産 1,213 1,261 △ 48

投 資 そ の 他 の 資 産 17,531 17,820 △ 288

40,874 42.1 41,427 40.4 △ 552 △ 1.3

97,052 100.0 102,450 100.0 △ 5,397 △ 5.3

Ⅰ
支払手形及び工事未払金等 13,168 14,668 △ 1,499

未 払 法 人 税 等 63 1,593 △ 1,529

未 成 工 事 受 入 金 9,856 8,841 1,015

賞 与 引 当 金 1,509 1,516 △ 6

そ の 他 流 動 負 債 1,868 4,813 △ 2,944

26,467 27.3 31,432 30.7 △ 4,965 △ 15.8

Ⅱ
退 職 給 付 引 当 金 7,304 7,271 32

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 1,157 1,115 △ 42

そ の 他 固 定 負 債 2,039 2,083 △ 44

10,502 10.8 10,470 10.2 31 0.3

36,969 38.1 41,903 40.9 △ 4,933 △ 11.8

6,858 7.1 6,958 6.8 △ 99 △ 1.4

Ⅰ 9,435 9.7 9,435 9.2 － －

Ⅱ 9,033 9.3 9,032 8.8 0 0.0

Ⅲ 33,977 35.0 34,310 33.5 △ 332 △ 1.0

Ⅳ △ 814 △ 0.8 △ 814 △ 0.8 － －

Ⅴ 3,650 3.7 3,679 3.6 △ 28 △ 0.8

Ⅵ △ 2,057 △ 2.1 △ 2,054 △ 2.0 △ 3 －
53,224 54.8 53,588 52.3 △ 364 △ 0.7

97,052 100.0 102,450 100.0 △ 5,397 △ 5.3

固 定 負 債 合 計

少 数 株 主 持 分

（　資　本　の　部　）

利 益 剰 余 金

土 地 再 評 価 差 額 金

その他有価証券評価差額金

負 債 、 少 数 株 主 持 分
及 び 資 本 合 計

資 本 剰 余 金

資 本 合 計

資 本 金

流 動 資 産 合 計

自 己 株 式

（　資　産　の　部　）

（　負　債　の　部　）

（  少数株主持分  ）

流 動 負 債 合 計

固　　　定　　　負　　　債

固 定 資 産 合 計
資 産 合 計

流　　　動　　　負　　　債

負 債 合 計
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２．（要約）四半期連結損益計算書   (単位：百万円、単位未満切り捨て）

％ ％ ％ ％

Ⅰ 13,246 100.0 29,227 100.0 △ 15,981 △ 54.7 　 82,957 100.0

Ⅱ 11,899 89.8 24,384 83.4 △ 12,485 △ 51.2 　 71,746 86.5

売 上 総 利 益 1,347 10.2 4,842 16.6 △ 3,495 △ 72.2 　 11,211 13.5

Ⅲ 1,787 13.5 1,924 6.6 △ 137 △ 7.1 　 7,276 8.8

△ 440 △ 3.3 2,918 10.0 △ 3,358 － 3,934 4.7

Ⅳ 170 1.3 152 0.5 18 12.3 　 575 0.7

Ⅴ 28 0.2 33 0.1 △ 4 △ 14.9 　 161 0.2

△ 297 △ 2.2 3,037 10.4 △ 3,334 － 　 4,347 5.2

Ⅵ 16 0.1 1 0.0 15 － 82 0.1

Ⅶ － － 4,553 15.6 △ 4,553 △ 100.0 　 4,825 5.8

固 定 資 産 処 分 損 － 203 △ 203 208

減 損 損 失 － 4,284 △ 4,284 　 4,284

そ の 他 特 別 損 失 － 65 △ 65 　 333

△ 101 △ 0.8 △ 590 △ 2.0 488 △ 82.8 △ 226 △ 0.3

△ 129 △ 1.0 △ 948 △ 3.2 819 － △ 394 △ 0.5

（参考）

（平成17年３月期）（△印は減）

増　　　減

金   額 増減率

前年同四半期
平成17年３月期
第１四半期

金   額 構成比 構成比

四半期（当期）純損失(△)

特 別 損 失

少数株主利益又は

税 金 費 用

          少数株主損失(△)

特 別 利 益

売 上 高

経常利益又は経常損失(△)

1,234

期　　別  

営 業 外 費 用

構成比

営 業 外 収 益

当四半期

第１四半期

金   額 科　　目

売 上 原 価

販売費及び一般管理費

税金等調整前

営業利益又は営業損失(△)

　 　四半期（当期）純損失(△)

平成18年３月期

金   額

前連結会計年度

△ 280 △ 2.1 △ 1,514 △ 5.2 0.5

0.322673 －

－ △ 395 △

△0.0240.3△49△
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　３．（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円、単位未満切り捨て)

期　　別 　

科　　目

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期（当期）純損失(△) △ 280 △ 395
減価償却費 443 2,006
減損損失 － 4,284
連結調整勘定償却額 △ 34 △ 265
退職給付引当金の増減額 32 △ 12
その他の引当金の増減額(純額) 23 △ 515
その他の収益及び費用の非資金分等(純額)　 △ 98 214
受取手形及び完成工事未収入金等の増減額　 11,036 △ 5,489
未成工事支出金及び仕掛品の増減額 △ 1,408 10,251
支払手形及び工事未払金等の増減額 △ 1,499 △ 377
未成工事受入金の増減額 1,015 △ 6,676
預り金の増減額 △ 1,219 1,150
その他の資産及び負債の増減額(純額)　 △ 622 △ 3,030

小　　計 7,388 1,143

利息及び配当金受取額 71 123
利息の支払額 － △ 58
法人税等の支払額 △ 1,570 △ 925

　営業活動によるキャッシュ・フロー 5,888 282

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー
有価証券の取得 △ 1,357 △ 6,916
有価証券の売却 353 6,610
有形固定資産の取得 △ 204 △ 476
有形固定資産の売却 0 108
無形固定資産の取得 △ 94 △ 374
その他の投資活動による支出 △ 6 △ 371
その他の投資活動による収入 68 1,204

　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,240 △ 215

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー
再生債権等の弁済 － △ 268
配当金の支払額 △ 217 △ 437
その他(純額) △ 3 △ 21

　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 221 △ 727

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 3 △ 15
Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 4,423 △ 675
Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 14,986 15,662
Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末(期末)残高 19,410 14,986

(△は資金の減少)

当四半期
平成18年３月期
第１四半期
金　　額

(△は資金の減少)

（参考）
前連結会計年度
（平成17年３月期）
金　　額

-5-

5911(株)横河ブリッジ【17/6連結】


